
世
せ

界
かい

は 美
うつく

しい！
　リジーは、家

か

族
ぞく

と いっしょに 小
ちい

さな 村
むら

に 住
す

んで 
いました。農

のう

夫
ふ

の お父
とう

さんは 陽
よう

気
き

な 人
ひと

で、あらゆる ことの 
良
よ

い 部
ぶ

分
ぶん

に 目
め

を とめました。お母
かあ

さんは 心
こころ

の やさしい 
人
ひと

で、いつも 目
め

を かがやかせ、歌
うた

うのが 大
だい

好
す

きでした。

　毎
まい

日
にち

 学
がっ

校
こう

が 終
お

わると、リジーは お母
かあ

さんと いっしょに、
草
くさ

や 野
の

花
ばな

の さく 道
みち

を 歩
ある

いて 帰
かえ

りました。二
ふ た り

人は 
とちゅうで 花

はな

を つんだり、草
くさ

が 風
かぜ

に なびいて おどる 様
よ う す

子を、
立
た

ち止
ど

まって ながめたりする ことも ありました。リジーは、
パタパタと まう チョウを 追

お

いかけたり、小
こ

鳥
とり

の さえずる 声
こえ

に 
聞
き

き入
い

ったり、ハチが 花
はな

の 回
まわ

りを ブンブン いいながら 飛
と

び
回
まわ

る 様
よ う す

子を 見
み

つめたり しました。

　リジーは、用
よう

水
すい

路
ろ

ぎわの 岩
いわ

に いる 
カエルたちや、納

な

屋
や

で くらす ネコの 親
おや

子
こ

、
食
た

べ物
もの

を 巣
す

に 運
はこ

ぶ アリたちなど、いろんな
生
い

き物
もの

を 観
かん

察
さつ

しては、感
かん

心
しん

するのでした。
そして、神

かみ

様
さま

の 造
つく

られた あらゆる 
すばらしい ものについて 思

おも

うたびに、
神
かみ

様
さま

に 感
かん

謝
しゃ

しました。

「すべての ものは、この 方
かた

に よって 造
つく

られた。
造
つく

られた もので、この 方
かた

に よらずに 
できた ものは 一

ひと

つも ない。」　1



　四
し

季
き

は 色
いろ

とりどりの 
変
へん

化
か

と 自
し

然
ぜん

の ふしぎを
もたらします。春

はる

には、
りんごの 木

き

が 花
はな

に 
おおわれ、子

こ

羊
ひつじ

が 
生

う

まれます。お父
とう

さんは、
子

こ

羊
ひつじ

が 順
じゅん

調
ちょう

に 育
そだ

って 
いるのを 確

かく

認
にん

するために、
リジーを いっしょに 連

つ

れて
行
い

って くれます。太
たい

陽
よう

は 
明
あか

るく かがやき、地
じ

面
めん

を 
温
あたた

めて、あらゆる ものに 
命
いのち

を もたらします。

　夏
なつ

は、楽
たの

しく 
遊
あそ

べる 季
き

節
せつ

です。
リジーは 友

とも

だちと 
いっしょに 池

いけ

で 
泳
およ

いだり、
牧
ぼく

草
そう

地
ち

の 牛
うし

を 
ながめたり、
木
き

登
のぼ

りを したり 
します。おいしい 
果
か

実
じつ

も たくさん 
実
み

を つけます。
リジーは 友

とも

だちと 
いっしょに、
かごいっぱいに 
ベリーの 実

み

を 
集
あつ

めます。

　秋
あき

には、赤
あか

や 金
きん

色
いろ

の 
落
お

ち葉
ば

を かき集
あつ

め、それで 
王
おう

かんを 作
つく

って かぶります。
リジーは 笑

わら

いながら、風
かぜ

に 
まう 落

お

ち葉
ば

を 追
お

いかけます。

　冬
ふゆ

には、木
き

々
ぎ

や 屋
や

根
ね

や 
地
じ

面
めん

が すべて 雪
ゆき

に おおわれ、
辺
まわ

りは 銀
ぎん

世
せ

界
かい

と なります。
屋
や

根
ね

からは 氷
こおり

の ネックレスが 
下

さ

がり、木
き

の えだに 付
つ

いた 
氷
こおり

の つぶは、キラキラと 
ダイヤモンドのように かがやきます。

　リジーは、季
き

節
せつ

の 移
うつ

り変
か

わりを 
見
み

るのが 大
だい

好
す

きです。神
かみ

様
さま

の 美
うつく

しい 
被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

は、神
かみ

様
さま

が 多
おお

くの 方
ほう

法
ほう

で
神
かみ

様
さま

の 愛
あい

と 壮
そう

大
だい

さを 示
しめ

して おられる
ことを 思

おも

い出
だ

させて くれるからです。



「天
てん

よ、喜
よろこ

び 祝
いわ

え、地
ち

よ、喜
よろこ

び おどれ。
海
うみ

と そこに 満
み

ちる ものよ、とどろけ。
野
の

と そこに ある すべての ものよ、喜
よろこ

び 勇
いさ

め。
森
もり

の 木
き

々
ぎ

よ、共
とも

に 喜
よろこ

び 歌
うた

え。」　3

　夜
よる

には、お母
かあ

さんと いっしょに ポーチに すわって、
すみ渡

わた

った 夜
よ

空
ぞら

に かがやく 星
ほし

を ながめる ことも あります。

　ある夜
よる

、リジーが 言
い

いました。「星
ほし

って、宝
ほう

石
せき

が かがやいてる
みたい。それとも 星

ほし

は 小
ちい

さな 天
てん

使
し

たちで、わたしたちに 愛
あい

を 
送
おく

って くれてるのかな。」

　「そんな ふうに 思
おも

えるの、ステキだわ。聖
せい

書
しょ

の ダビデ王
おう

はね、
天
てん

の 明
あ

かりを 造
つく

られた 神
かみ

様
さま

の 愛
あい

は 絶
た

える ことが なく、
永
えい

遠
えん

だから、神
かみ

様
さま

に 感
かん

謝
しゃ

するべきだって 言
い

ったのよ。2

神
かみ

様
さま

の 造
つく

られた ものを 感
かん

謝
しゃ

する 気
き

持
も

ちを 表
あらわ

すのも、神
かみ

様
さま

に 
近
ちか

づく 方
ほう

法
ほう

の 一
ひと

つね。神
かみ

様
さま

が どんなに 思
おも

いやりを こめて 
すべての ものを 造

つく

られたかを 思
おも

うと、わたしたちに 対
たい

する 
神
かみ

様
さま

の 愛
あい

や 世
せ

話
わ

は、さらに もっと すばらしい ものなんだって、
はげみに なるわ。」



　ある朝
あさ

、コマツグミが リジーの 部
へ

屋
や

の まど台
だい

に 止
と

まって、かわいらしい 声
こえ

で さえずって いました。リジーが 見
み

ていると、小
こ

鳥
とり

は まど台
だい

から そばの サクラの 木
き

の 
えだに 飛

と

び移
うつ

りました。大
おお

きな えだの くぼみには 小
ちい

さな 巣
す

が できていて、中
なか

には 水
みず

色
いろ

の 小
ちい

さな 卵
たまご

が ３
みっ

つ ありました。リジーは 大
おお

喜
よろこ

びです。ワクワクしながら、
鳥
とり

の 巣
す

の ことを すぐに、お父
とう

さんと お母
かあ

さんに 話
はな

しに 行
い

きました。

　「お父
とう

さん、サクラの 木
き

に、小
こ

鳥
とり

の エサ台
だい

を かけても いい？　そうすれば、母
はは

鳥
どり

が エサを たくさん 
食
た

べられるし、ヒナが 生
う

まれたら、ヒナにも 食
た

べさせて あげられるわ。」と、リジーが たずねました。

　「それは いいね。じゃあ、作
さ

業
ぎょう

場
ば

を 見
み

て、エサ台
だい

を 作
つく

る 材
ざい

料
りょう

を さがして みると しよう。」と、
お父

とう

さんが 言
い

いました。

　まもなく して、鳥
とり

の エサ台
だい

が サクラの 木
き

の えだに かけられました。リジーは、小
こ

鳥
とり

が エサ台
だい

に 来
き

て、
エサを つつき始

はじ

める 様
よ う す

子を ながめて いました。リジーは、ヒナが 
かえる 特

とく

別
べつ

な しゅんかんを、今
いま

か 今
いま

かと 心
こころ

待
ま

ちに しながら、
毎
まい

日
にち

 見
み

ていました。



　リジーは 友
とも

だちにも、この 特
とく

別
べつ

な 発
はっ

見
けん

について 話
はな

しました。それからという もの、友
とも

だちも、
コマツグミの お母

かあ

さんが 卵
たまご

を 温
あたた

める 様
よ う す

子を ながめに やって来
き

ました。

　まもなく すると、卵
たまご

は 一
ひと

つ、また 一
ひと

つと、かえりました。リジーは、ヒナが 頭
あたま

を 持
も

ち上
あ

げて 
エサを ねだる 様

よ う す

子を ながめて いました。母
かあ

さん鳥
とり

は ヒナに エサを やるため、巣
す

と エサ台
だい

の 
間
あいだ

を 飛
と

んで 行
い

ったり 来
き

たり しました。ヒナたちは どんどん 大
おお

きく なって 丸
まる

々
まる

と してきました。

羽
はね

も 生
は

えそろいました。じきに、飛
と

ぶ ことも 学
まな

ぶでしょう。

　リジーは、悲
かな

しみで むねが キュンと しました。ヒナたちが 成
せい

長
ちょう

する 様
よ う す

子を 見
み

るのが とても 
楽
たの

しかったのに、もうすぐ ヒナたちは いなくなって しまうからです。じきに、ヒナたちは 巣
す

から ちょっと 
出
で

ては 庭
にわ

を 飛
と

び回
まわ

るように なりました。

「主
しゅ

よ。あなたの みわざは なんと 多
おお

い ことでしょう。あなたは、
それらを みな、知

ち

恵
え

を もって 造
つく

って おられます。地
ち

は あなたの 
造
つく

られた もので 満
み

ちています。彼
かれ

らは みな、あなたを 待
ま

ち望
のぞ

んで
います。あなたが 時

とき

に したがって 食
しょく

物
もつ

を お与
あた

えに なる ことを。
あなたが お与

あた

えに なると、彼
かれ

らは 集
あつ

め、あなたが み手
て

を 
開
ひら

かれると、彼
かれ

らは 良
よ

い もので 満
み

ち足
た

ります。・・・
主
しゅ

が その みわざを 喜
よろこ

ばれますように。」 4 



　ある日
ひ

、リジーは コマツグミの 巣
す

が 空
から

っぽで、辺
あた

りにも 鳥
とり

たちが いない ことに 気
き

が 付
つ

きました。

　「小
こ

鳥
とり

たちが いなく なっちゃったわ！　さびしく なっちゃう。ずっと いてほしかったのに。」と、リジーが
 お父

とう

さんに 言
い

いました。

　「卵
たまご

から ヒナが かえって 一
いち

人
にん

前
まえ

に なるまで 育
そだ

つ 様
よ う す

子を 見
み

れたのは、特
とく

別
べつ

な ことだったよね？」
と、お父

とう

さんが 言
い

いました。

　「だけど、うちの 農
のう

場
じょう

を 出
で

て行
い

って しまったら、もう エサを あげられないわ。」と、リジー。

　「やさしいんだね、リジー。だけど、神
かみ

様
さま

が すべての 生
い

き物
もの

を 世
せ

話
わ

して くださっている ことを 
わすれちゃ いけないよ。わたしたちは、エサ台

だい

を かけたり、周
まわ

りの 自
し

然
ぜん

を 大
たい

切
せつ

に する ことは 
できるけれど、最

さい

終
しゅう

的
てき

に生
い

き物
もの

たちの 世
せ

話
わ

を して くださるのは、神
かみ

様
さま

なんだ。小
こ

鳥
とり

たちの ことも
わすれないと、約

やく

束
そく

して くださって いるんだよ。 5  コマツグミのために 祈
いの

って、その後
あと

は、神
かみ

様
さま

が 
彼
かれ

らの 世
せ

話
わ

を してくださると 信
しん

頼
らい

したら いいよ。それに、もしか したら、鳥
とり

たちは エサ台
だい

に 
もどって来

き

て、世
せ

話
わ

してくれた ことへの 感
かん

謝
しゃ

の 歌
うた

を さえずって くれるかも しれないぞ。」

　二
ふ た り

人は 小
こ

鳥
とり

たちの 新
あたら

しい くらしについて 話
はな

しました。リジーは、神
かみ

様
さま

が 小
こ

鳥
とり

たちを 世
せ

話
わ

して くださるように
と 祈

いの

りました。そして、神
かみ

様
さま

の 美
うつく

しい 被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

や 愛
あい

情
じょう

深
ぶか

い 世
せ

話
わ

を 感
かん

謝
しゃ

したのでした。

４ 新
しん

改
かい

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

編
へ ん

 104:24, 27-28, 31
５ ルカによる 福

ふく

音
いん

書
しょ

 12:6 参
さん

照
しょう
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